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「持続可能性」のこぼれ話 

      Written by 上村伸二（Shinji Kamimura） 

 

最近「持続可能性」という言葉を耳にする。これは英語の Sustainability の訳語であるが、おそらくこの訳

語は、私が過去の翻訳業務で命名したことが始まりであろうと思い、少し触れてみたい。 

インターネットもなかった時代、あるビジネス系の文書の翻訳を受けることがあった。その中で、中心的用語

として「sustainability」があったのである。「はて、これ何？」と、文書の内容を見ながらも、この用語の

業界用語を探したのであるが、なかなか見つからない。色んな辞書も探したが見つからず、英和辞書の本山と

呼ぶべき、「小学館ランダムハウス英和大辞典」をめくることにした。下記は、同辞書の表紙コピーである。 

 

 
追記： 

初版 - 1973年発行。全四巻（その後、上下巻にまとめられたものが 1975年に、全一巻にまとめられたもの

も 1979年に出版される）。 

第二版 - 1993年 12月発行。収録語数約 345,000。 

編集：小学館ランダムハウス英和大辞典編集委員会 

「初版 - 1973年発行」の 1975年に全一巻にまとめられたパーソナル版からのコピー。 
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下記は、検索対象となったページのコピーである。しかし、sustainabilityはない。基本形である「Sustain」

はあるが、派生語として末尾に sustainableはあるが、sustainabilityはない。 
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かつて、海外の某企業評価マニュアル（現在でいう SAS「Sustainability Assessment System：持続可能性評

価システム」）で登場した「Sustainability」の翻訳に際し、その言葉の概念がそれまで出現したことのない、

まったく新しい発想に基づくものであったため、当時の日本では、社会用語、業界用語としても見出すことは

できなかった。簡単にそのコンセプトを言うなら、「経営の持続可能性を考えていくために、企業の事業計画

を財務的な視点だけでなく、非財務的な視点も踏まえて、長期的、統合的に検討する評価手法」というところ

か。ところが、最近では、環境問題への取り組みとして、この用語が使われるようになったようである。 

 

さて、新出のこの用語について、適訳語がないかを、

当時は現在のようなインターネットによる検索手段

がなかったため、繰り返しになるが、専門辞書を含め、

様々な辞書を調べたが見つからず、最終的に前述記載

の「小学館ランダムハウス英和大辞典」（初版）が、

収録語数も 30 万語を超え、当時としては最も大きな

辞書であることから、この辞書をベースに適訳語を検

討することとした。調べに調べて、最後に辿り着いた

1ページであったために、自分としては、このことが

記憶に残り、証拠としている。 

 

調べた結果、 Sustainability の基本形である

「Sustain」が動詞として登場する。原意は主に「支

える」ということであるが、語形変化による派生語と

しては、「Sustainable」は末尾に adj（形容詞形）と

して小さく記載されているが、その名詞形である

「Sustainability」は記載されていない。 

 

左記は、「英辞郎」という Web 辞書サイトで記載され

ている「Sustainability」の解説冒頭の一部であるが、

一般的に社会用語として活用されているものであれ

ば、このように独自の単語として登録されるのが通例

である。 

 

しかし、「小学館ランダムハウス英和大辞典」（初版）が編纂された、当時の社会ではこの社会用語がなかった

ために、単独の用語としては登録されていない。派生語としても、「Sustainability」が記載されていないこ

とが何よりの証拠である。そのように、当時はその概念が新出のものであったため、その文書の記載内容から

推察することにしたが、同辞書にもなく、適訳語をどうするかが頭痛の種となった。 

 

翻訳者であれば、時々、経験することであるが、それまで見たことがない用語や表現の場合、既存訳語がない

場合「造語翻訳」することはたまにある。パソコン（PC）ソフトの英語版から日本語版への置き換えをローカ

ライズというのであるが、パソコン草創期にはじめてその作業に従事したメンバーの一人が私であったと思

うが、その中に CAD分野の草分け的作図ソフトがあり、その中の機能に、直角になった角をカットしたり、丸

めたりする処理があった。そういった機能は、当然のことながら既存訳はあるわけもなく、カットについては

「角落とし」「角取り」、「角切り」、とか、メンバーそろって造語を考えながら、「だんだん、将棋の世界にな

ってきたな、だったら飛車取りもあるか？」と談笑したのは、ダイエットを考えることもなかった若き日のこ

とである。したがって、「造語翻訳」は、翻訳者であれば遭遇し得ることであるが、それが適訳語になるか、

命名した翻訳者の責任は大きくなる。変更されなければ、訳語がそのまま独り歩きする。 

 

話は前に戻り、基本形の「Sustain」は「支える」が中心的意味合いであるが、「Sustainability」をそれに合

わせて無理に訳そうとすると、ぎくしゃくしたものになることは必然。「--able」となれば、「～可能な、～で

きる」という訳し方にできることはわかっているが、翻訳者として造語を考える場合、なるべく直訳調は避け

たいと思う心情が働く。「～可能な」という付随表現は避けて、なるべく端的に一語から、せめて 3 語以内で

まとめたいという、何か良い言葉がないか、日本の古語や、古くから一般社会で使われているもので、日本人

であればすぐに連想できる、そういう言葉や表現がないか、調べに調べたがなかなか見つからなかった。たと

えば、最近話題になった「忖度（そんたく）」という言葉がある。最近の日本人には、「何それ」の言葉である

が、辞書を引くと「相手の身になって考える、おもんぱかる、推し量る、推量する、空気を読む」の説明書き
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になっている。論理的な訳にすると「推し量れる、空気を読める」という「～可能な」の意味合いが暗に込め

られていることがわかるが、この「忖度」は 2語で収まり、敢えて「忖度性」としても３語で収まる。 

 

思えば、あの時、このレベルの言葉を訳語に見い出すことができれば、今頃はもっとましな業界用語としてビ

ジネスの場で活用されていたに違いない。 

 

基軸となる「Sustain」の原意訳の点に言及すると、「支える」を中心とした訳語では、文書で記述される概念

とも異なるので、適訳語を考えたが思いつかなかった。それで、同辞書の５番目に「持続する」という訳語が

出てきたので、辞書中から拾い出せるものとしてはこれが最適と思えたのであろう。しかし、これは先ほどの

「--able」「--ability」の派生語になった場合、そのまま直訳すると「持続可能な」「持続可能性」となるの

だが、やはり、やぼったく、何とかこの「可能」の意味合いを残しながらも、これを削除して、２語から３語

で表現し得る言葉がないか思索したが、なかなか思い浮かばない。 

 

継続、競合、競争、生存、残存、などなど、考えに考えたが、「うーん、うーん」と一人うなるばかりで満足

する適訳語は見つからなかった。その結果、「持続可能性」と不満を抱えながらの妥協の造語翻訳となった次

第である。決して満足したわけではなく、自分の翻訳者としての能力の無さではあるが、苦渋の決断であった。 

 

この文書の翻訳は、某翻訳会社から依頼されたのであるが、確か 10 章近くであったか、複数章から構成され

るもので、その各章の冒頭を含む、重要な記述と思われる解説ブロックを選び出し、私に翻訳を依頼されたが、

担当者の話を聞くと、どうも文書すべてが翻訳対象であるらしく、納期も限定されており、複数の翻訳者に分

散して依頼されたようであった。それで、すでに作業を少し進めた時点であったか、「そうであれば、１章か

ら３章までとか、「章を区分する形で翻訳を引き受けた方が有難いのですが」と申し上げたところ、担当者か

らは「いえ、それぞれの章に重要な解説文や用語が発生するので、その部分を上村さんにお願いし、他の翻訳

者はその訳文をベースとして翻訳する形になります。したがって、その各章のベース訳が決まらなければ、他

の作業者は翻訳を開始できません。ですから、上村さんには、できるだけ早く、先取り抽出した部分の翻訳を

仕上げて欲しいのです。」との一言。 

 

確か、年末年始であったか、少しは正月休みをのんびりと過ごせればと思っていたと思うが、なぜそこまでせ

かされるか、理由を聞いて愕然とした。 

 

今風に、顔文字で表現するなら、「(-_-;)」といったところか？ 心の中で叫んだ、「マジかよ、だったら、も

っとギャラをはずんで欲しい」と。でも、悲しいかな、言えなかった。 

 

それから、だいぶ年月を経て、それまでは耳にしなかった「持続可能性」の言葉をニュースほか、様々な場で

耳にするようになった。あるとき、別件の作業で、担当者と話をすることがあり、「その節はお世話になりま

した」と言われ、その際、「最近、持続可能性という言葉を耳にするが、私の記憶が正しければ、あの時の案

件で私が苦肉の策で造語翻訳したと思うが、あそこから発生したものだろうか？」と聞いたところ、「はい、

間違いないと思います。あの時の文書がベースとなっていますから」という返事を聞いた。 

 

おそらく、私が苦し紛れで訳した「持続可能性」が独り歩きしたのではないかと思う。 

 

実は、確認の意味もあって、数年前に、「持続可能性」の商標登録を申請してみたことがある。本来は

「Sustainability」という原語があってのことで、それに対する訳語であるので、「持続可能性」が商標登録

される性質のものではないと思ったので、商標登録の可能性にこだわりはなかった。また、この言葉はすでに

社会で認知され、独り歩きしていることでもあるので、今さら登録は難しいとも考えてもおり、営利目的を目

指すわけでもなく、あくまで発案者が自分であるということを確認したかったことにある。 

 

申請した事務所からは、申請後半年ほど経ったころだろうか、「持続可能性」の言葉を、それまでに商標登録

の依頼があったことはなかったが、やはり、この言葉はすでに社会で認知されていることから、商標登録は難

しいとの審査結果が報告された。そのような結果になるだろうとは思っていたが、私以外に、これ以前に商標

登録申請を行った人物はいなかったということは判明した。これは、おそらく自分が発案者であろうと思って

いたので、それを確認することができたという点では収穫であった。 

 

翻訳とは、こういう世界である。すべての翻訳者を代弁して言うが、翻訳は、輝かしい、日の当たる世界では
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ない。ことさら、何か実績を見せる世界でもない。出版翻訳の世界であれば、訳者として名を記すことはでき

るが、業務翻訳の世界では名を残すこともない。忍びの世界である。最近は「忍びの妖精」と自称している。

この「持続可能性」とて、個人としては、苦渋の選択以外何ものでもなく、傑作と言えるものではない。 

 

しかし、40数年の翻訳人生の中で、私の友人達からは「でも、自作であることを主張することはできるし、訳

者の一里塚になったよね」と言われ、気休めではあるが、少しは何かを残せたかなと、ふと思う。 

 

「傑作」と言えば、日本を代表する医師でありながら、世界的にもトップクラスのテノール声楽家である米澤

傑先生と親しくさせて頂いているが、ひょんなことから、先生の応援サイトを作ることになり、そのサイト名

を「傑作の会」と名付けたのであるが、これはまさに自慢のネーミングとなった。 

 

URL:  http://kessaku-no-kai.com/ 

 

なにせ、お名前が「傑（すぐる）」で、その実績を語るなら、 

 

日本病理学会で最も名誉ある「日本病理学賞」を受賞し、各種がんマーカー等の論文の著者世界ランキング第

６位（日本人トップ）の実績を持つ医師でありながら、「天から授かった珠玉の喉、一級のテノールをきいた

ときにだけに味わえる至福の瞬間」（音楽評論家 黒田恭一氏談）等、世界的にもトップクラスと評されるテノ

ール歌手 

 

であって、「天は二物を与えた」と言わしめるほどの「傑作」である。私的には、「神様は、間違えて一人に２

つの賜物を与えたしまった」というのが正しい表現と考える。 

 

今、野球の世界では、メジャーリーグで、大谷翔平選手が、投打の二刀流で有名だが、米澤傑先生は、医学と

声楽の二刀流と言える。したがって、「傑作の会」のネーミングは、苦し紛れではなく、まさに的中のもので、

自慢の一品である。この米澤傑先生に、「持続可能性」のエピソードをお話したところ、先生の同サイトに「道

中二足のわらじ」というコーナーを設けたのだが、そこへ投稿された「考えても仕方のないことと SDGs」の記

事に、次のような内容で取り上げられたのである。 

 

http://kessaku-no-kai.com/link1.html 

 

============================ 

最近、17 色の丸い輪のバッジを胸に着けた方を良く見かけますが、17の大きな目標と具体的な 169のターゲ

ットを持つ『SDGs（Sustainable Development Goals）』（日本語訳：「持続可能な開発目標」）を表現するバッ

ジです。最近、テレビ報道でも、毎日、何回も「SDGs」を聞いたり、見掛けたりします。その第一文字の

「Sustainable」を「持続可能」と “造語翻訳”なさったのが、上村伸二様です。上村様は、「Sustainability」

を「持続可能性」と訳するに際し、「continuable（継続できる）」、「competitive（競争力の高い）」、「survival

（生き残れる）」等々の言葉とも比較検討し、想像を絶する苦労の上、「sustainable = 持続可能」と翻訳なさ

ったとのことです。上村様にも申し上げましたが、私は、「sustainable」には「持続可能」以外には適格な言

葉はないと確信しています。「continuable（継続できる）」は単に “続いてゆく” というだけで、sustainable 

に含まれる「支える」という意味が薄いですし、「competitive（競争力の高い）」では「持続性」という意味

が薄いです。また、「survival（生き残れる）」では、sustainable に含まれる「余裕」の意味合いに欠けます。

「残存可能」では“最低限の段階で残れる”という感触で、「持続可能」のような“崇高さ”がありません。

まさに「sustainable = 持続可能」という言葉は、英語も日本語も、それに代わるものはない言葉であると考

えます。 

============================ 

はっきり言って、「どうしよう」である。何気なく漏らしたことが、ここまで発展するとは思わなかった。何

とか、この部分は削除してもらおうかと思ったが、引くに引けなくなり、後の祭りであった。 

 

翻訳を語ったついでに、もう１つ思い出すものに「エスクロー（Escrow）」というものがある。ある契約書の

翻訳で、この Escrowなる言葉が出てきたときには、これも「何これ？ (･_･; 」で、当時の日本のビジネス

ではなかったもので、簡単に言うならば「契約当事者の間に金融機関のような第三者を仲介させて、取引の安

全性を確保する仲介サービス」のことで、もともとはアメリカの不動産売買で使用されているものであった。

しかし、ビジネスのグローバル化が進み、国際業務取引が盛んになるようになり、この仲介業務サービスが浮

http://kessaku-no-kai.com/
http://kessaku-no-kai.com/link1.html
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上するようになったと思うが、それならば、この Escrowを「取引仲介業務（サービス）」と訳せばよいではな

いかと思うのだが、そう簡単ではない。「取引仲介業務」と訳してしまうと、日本の商慣習に基づいた業務を

連想させるために、「エスクロー（Escrow）」独自の業務形態を連想させる形にはならない。 

これも、本当に訳すのに悩んだ一品（ひとしな）であったが、確か「エスクロー（米国独自の取引仲介業務）」

とした気がするのだが、最近の用例を見ると、「エスクロー」と、そのまま訳さずに使っているケースが多い。

当時、契約文書の多くは、実際の契約に文書の文言が影響するために、ある国際弁護士に訳文の最終チェック

をお願いできないかと依頼したら、「逆に翻訳をお願いしたい」と頼まれる次第であった。やぶへびだった。 

 

翻訳から、さらに言葉そのものに深堀りしていくと、面白い言葉に出会うことが多い。昔、ラジオ番組で、某

水産大学の教授（お名前は思い出せない）でいらしたと思うが、潮流文化というものがあって、海洋の潮流に

よって、人々が移動する中で、言葉や文化、風習の変遷を見ることができるというものであった。ポリネシア

文化の日本への伝統文化への影響にも触れられた気がする。その時に事例の１つで、日本語の「本当（に）」

という言葉を取り上げられた。実は、これがヘブライ（へブル）語につながるというのである。ヘブライ語と

言えば、聖書（正確には旧約聖書）につながるが、この「本」は聖書のことを指し、「本当（に）」は、聖書に

手を当てて、すなちわ、「神に誓って」ということを意味するというのである。キリスト教社会では、裁判に

おいて、はじめに聖書に手を置いて真実を述べる宣誓の儀式があるが、まさにその行為が日本語で言う「本当

（に）」にあたるという話であった。ここで言うヘブライ語は古代ヘブライ語になると思うが、個人的に聖書

を長年研究している立場からすると、非常に興味深い話であった。言葉の関連性を調べていくと、実に面白い。 

 

最後に、もう１つ。これはまだ裏取りができたわけではないが、日本語で「文句」と言う言葉がある。日常会

話でも、「文句を言う」、「文句を言うな」「文句なし」と口にするが、この「文句」、英語でいうところの monk

につながりがあるのではと思っている。この英語の monk は、辞書を引いて頂ければわかるが、実は「僧侶、

修道士、修道僧」を意味している。そうすると、ここで連想できるのは、僧侶が語る言葉、いわゆる「説教」

あるいは「説法」である。「余計な説教だ」が「文句を言うな」に変化した具合である。 

 

英語の monkの原型は mono-で、ギリシャ語の monos= alone(唯一の), single(単独の)からきていて、世俗か

ら隔離して宗教的生活を送る、あるいは一人で祈りに没頭する姿、座禅を組む者と言えば修道士、僧侶となる。

それの集合体が monastery で「修道会」となる。古代エジプト語のヒエログリフの mngが「文句」につながる

という説もあり、そうなると、古代史の観点から、ヘブライ語で書かれたモーセ五書（キリスト教、イスラム

教、ユダヤ教の共通部分で、旧約聖書の最初の五書で、創世記・出エジプト記・レビ記・民数記・申命記から

成る）に起源を遡る（可能性もある）。ラテン語や梵語との関連も含めて、聖書考古学やオリエント史に探求

心が広がる。 

 

Monkと「文句」に関連性があるかは、完全に裏取りができているわけではなく、もちろん、偶然の産物かも知

れない。でも、面白い。ロマンもある。落語のネタにはなる気がする。だいたい、このようなことに関心が向

くのは、monkのごとく、世俗から隔離されて、一人で「主よ、お救いください、憐れんでください」と祈りに

没頭するようなときである。クライアントからは短納期を要求され、翻訳者から「納期が短い」と言われ、発

声練習をかねてサラブライトマンを聴きながら Time To Say Goodbyを歌っていると、妻からは「うるさい」

と言われ、子供からは LINE で「お金送って」と一報が入り、インターネットの発達した現在、とても世俗か

ら隔離されているとは言い難く、神に癒しを求めている人の心に、傷口に塩を擦り込むかのごとく、まわりは

容赦がない。別の意味で Goodby を言いたい心境になる。つくづく、まだまだ修行が足りんなと思い、祈りつ

つ「悔い改める」のであるが、その最中にお腹がすいてくると、つい壊れかけた冷蔵庫を探り「食い改める」

のである。その結果、ふとわれに返り、またそのことを「悔い改める」のである。神様が、私を聖職者にしな

かった理由だけは悟った気がする。 

 

こんなことを綴っても一銭の得にもならないし、書いていたらお腹もすいた。悟りの境地はいずれということ

にして、生きながらえている冷蔵庫に、生き残りをかけて「食い改め」の糧を探してみるか。我が家では、納

豆にしろ、賞味期限切れのものは、家族はまず私に食べさせる。それで、少し時間が経っても大丈夫そうだと

思えば、残りの者が食するのである。これが我が家の持続可能性の法則である。でも、これが世俗の世界であ

る。40数年の翻訳人生も、あともう少しで半世紀、でも、この世俗に埋没されていては、悟りの境地には至れ

そうにない、多分。 

 

2022年 7月「ある晴れた日に」悟りの境地を求めつつ記す 
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追記： 

「生きながらえている冷蔵庫」の弁明をするわけではないが、今、自宅兼事務所を建設予定で、その時にこ

そ、最新の冷蔵庫をと考えているからと家族には言い訳をしている。今は、国をあげて低炭素社会を目指す

時代である。それを反映して、ZEH（Zero Energy Home）（通称：ゼッチ）仕様の住宅が求められているよう

だ。具体的には、太陽光発電、蓄電池、V2Hによる電気自動車への充電、などがあるのだが、それを総合的

に自治体レベルで目指そうという取り組みとして「SDGs 未来都市選定」があるらしく、なんと今年私のふる

さとの薩摩川内市が選ばれた。私の高校時代の同期である田中良二市長が、野田地方創生担当大臣から選定

証が授与されたようである（下記 URLをご参照）。この際、自慢話にしたい。 

 

令和４年５月２０日 「ＳＤＧｓ未来都市」選定証授与式 | 薩摩川内市 (satsumasendai.lg.jp) 

 

https://www.city.satsumasendai.lg.jp/www/contents/1653018147601/index.html 

 

 
 

なんとも、前述の米澤傑先生ご紹介の SDGがここでも登場した。こんなことなら、もっとましな言葉を考え

ておけばよかった。 
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